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まち・ひと・しごと創生の概要 

----------まち・ひと・しごと創生---------- 

１．まち・ひと・しごと創生法の制定と国による「長期ビジョン」及び「総合戦

略」の策定 

（１）わが国における急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、日本全体、特に地

方の人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口過度の集中を是正し、

それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本全体を

維持していくことが、喫緊の課題となっています。 

  このため、まち・ひと・しごと創生法（平成 26年法律第 136 号）が制定され

国としては、国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して

営むことができる地域社会を形成すること、地域社会を担う個性豊かで多様な人

材について、確保を図ること及び地域における魅力ある多様な就業の機会を創出

することの一体的な推進を図ることとしています。 

（２）国は、平成 26年 12 月 27 日に、人口の現状と将来の姿を示し、今後目指す

べき将来の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び今後5

か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」をそれぞれ閣議決定しました。 

２．地方公共団体による「地方人口ビジョン」と「地方版総合戦略」の策定 

（１）国の長期ビジョン及び国の総合戦略を勘案しつつ、当該地方公共団体におけ

る人口の現状と将来の展望を提示する地方人口ビジョンを策定し、これを踏まえ

て、今後5か年の目標や基本的方向、具体的な施策をまとめた「都道府県まち・

ひと・しごと創生総合戦略」及び「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を

策定する。 

（２）地方版総合戦略は、地方公共団体が自主性・主体性を発揮し、地域の実情に

沿った地域性のあるものとする。 

（３）平成27年度に、地方人口ビジョン及び地方総合戦略を策定する。 

資料１



2 

（４）まち・ひと・しごと創生を実行する上で、住民代表や産業界・行政機関・大

学・金融機関・労働団体・メディア（産官学金労言）などからの意見が反映され

るようにすることが重要である。 

（５）地方版総合戦略の策定については、短期・中期の政策目標を設定し、効果の

検証、改善を図るＰＤＣＡサイクル（※）を確立する。 

   ※Plan(計画)-Do(実施)-Check(評価)-Action(改善)の略 

----------地方人口ビジョン---------- 

１．位置づけ 

  地方公共団体における人口の現状を分析し、人口に関する地域住民の認識を共

有し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示するものである。 

２．対象期間 

  国の長期ビジョンの期間（2060 年）を基本とする。ただし、地域の実情に応

じて期間を設定することもできる。 

３．記載事項 

（１）人口の現状分析 

（２）人口の将来展望 

----------地方版総合戦略---------- 

１．位置づけ 

  地方版人口ビジョンを踏まえ、地域の実情に応じた今後5か年の目標や施策の

基本的方向、具体的な施策をまとめるものである。 

２．対象期間 

  平成 27年度～平成31年度の 5年間とする。 

３．記載事項 

（１）基本目標 

（２）講ずべき施策に関する基本的方向 
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（３）具体的な施策と客観的な指標 

（４）客観的な効果検証の実施 

４．地方版総合戦略の改訂 

  検証機関による検証に加え、施策の効果等についての議会における審議等も踏

まえ、必要に応じて改定するものとする。 

５．その他の留意事項 

 ア 都道府県と市町村は、十分に意見交換や協議を行うとともに、連携して地方

版総合戦略を策定し、推進する。 

 イ 地方人口ビジョン及び地方版総合戦略を策定するに当たっては、まち・ひ

と・しごと創生に資すると考えられる場合には、複数の市町村が共同して策定

することも差し支えない。 

----------本庄市のこれまでの動き---------- 

１．本庄市まち・ひと・しごと創生本部の設置 

平成27年 1月 20日に、本市の人口減少に歯止めをかけるとともに、住みよい

環境の確保及び将来にわたり活力ある地域社会の形成に向けた施策を推進する

ため、本庄市まち・ひと・しごと創生本部を設置しました。 

２．国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金での平成27年度事業の実施 

（１）地域消費喚起・生活支援型 

 ・プレミアム付商品券の発行 

（２）地方創生先行型 

 ・地域資源を活用した観光振興事業（旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の活用、観光情報

誌の作成） 

 ・商店街の活性化による観光振興事業（街バル実施支援） 

 ・多子世帯支援事業（第3子以降の児童の保育料無償化） 

 ・子育て支援事業（すくすくメールの配信） 

３．本庄市議会との意見交換会（平成27年 4月 17日第 1回開催） 

   まち・ひと・しごと創生について、市長と市議会議員との意見交換会を開催。

本市の人口現状の共有認識と施策について意見を交換しました。 
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４．本庄市の人口分析及びアンケート調査による現状分析 

（１）現状のデータによる人口分析（分析中） 

（２）アンケート調査による本市の分析（8月～10月） 

 ・結婚・出産・子育てに関する調査 

 ・転入者・転出者に関する調査 

 ・就業に関する調査 

 ・事業所に関する調査 

 ・高校生に関する調査 

５．本庄市庁内会議（課長クラス、子育て世代の女性職員） 

  総合戦略策定に向けて、今後5か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策

をまとめる作業及び、意見交換を行っていきます。 

６．本庄市まち・ひと・しごと創生懇談会の設置 

  本庄市人口ビジョン及び本庄市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定並びに

実施の推進に当たり、広く関係者から意見を聴取するため、設置しました。 

７．本庄市人口ビジョン・本庄市総合戦略策定に向けた体系図 

８．策定スケジュール
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